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1調 査 の 概 要

1調 査 目的

コン ピュー タが わ が 国の 産 業 に定着 し.日 々,大 きな力 を発揮 して い る

こ と『は 言 を侯 た ない。(財)日 本経 営 情 報 開発 協 会 は,広 くコ ン ピュー タ

知 識 の普 及 向上 の た め に,そ して 政府,コ ン ビ⇒一 夕 ・ユー ザ ー,メ ー カ

ー,関 係諸団 体 等 の諸 施 策立案 に 資す るた め に ,毎 年 内外 の コ ン ピュー タ

に関 す る情報 を収 集,分 析 しコ ン ピュー タ白 書 を公刊 して きた 。 本実 態調

　

査 は,19694E産 コン ピュー タ 白書 の 基礎 資 料 を 作 成,整 備 す るた め に,

第1に 昨年 に引 きつ づ き 「コ ン ピュー タ利 用 状況 調査 」 を実 施 しコ ン ピュ

ー タの 利 用 水 準の 実 態 を明 らか に し,第2に 附 帯 調査 と して 「大学 にお け

る コ ン ピュータ教 育 に関す る調査 」を実 施 し,第5に 労働 組 合 を対 象 と し

た 「コ ン ピュー タ に関 す る意 識 調 査 」をは じめ て 実 施 した。

2調 査 対 象

本 調 査 は,コ ン ピュー タ利 用状況 調査 で あ って,コ ン ピュー タ ・ユー ザ

ー(国 産機 ,外 国機 と も),企 業833社,官 公庁,商 工経 済 団 体,農 協

等80事 業 体,tsよ び計 算 受託 企業154社,合 計1067ユ ー ザ ー を対

象 と した。'

3調 査 方 法 と調 査 時期

本 調 査 は,昭 和43年9月50日 現 在 を 調 査時 点 と し,調 査 票 を同 年

11月20日 に発送,12月 末 日に 回 収 を締 切 った。
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4調 査 項 目 . 、'

工)ハ ー ド ウ ェ ア … … 最 初 の コ ン ピ ュ ー タを 導 入 し て か ら の 経 過 年 数,超.

大 型,大 型,中 型,小 型,超/J・ 型 別 保 有 セ ッ ト数,コ ン ピ ュ ー タ 部

、 門 の 月 間 必 要 経 費,周 辺 機 器 の 比 率 。

② コン ビ_細 門の運営組織 一,・コン ビ_タ 部門の糸織 変更の有無

.・ とそ の 理 由,コ ン ピ ュ ー タ の 月 間 使 脳 圧 間,コ ン ピ ュ ー タ 部 門 の 長

の 職 制 上 の 地 位 。

'

③iコ ン ピュー タ要 員か よび 教 育 問 題 … ∵・交替 制,要 員に 関 し困 って い る

問題,職 種 別平 均 賃金,職 務手 当,コ ン ピュ=タ 教 育 の状 況。

④

⑤

⑥

⑦

.
⑧

⑨

⑩

◎

コ ン ピュー タ をめ ぐる労 使 関係 。

デ ご タの伝 送 手段 。

通 信回 線 に よる デー タ伝 送 ….…利 用状況,利 用予 定,回 線 使用 料,利

用上 の 問題 点,サ ー ビス形 態 。

計 算サ ー ビス機 関 の 利 用 状況 。

適 用業 務 … …適 用業 務の 種 類 と こん この予 定。

'コゾ ピ
ュ一 夕利 用の 効果 。

プ ロ グ ラム開発 状 況b'・

コ ン ピュー タに関 す る意 見… …政府 ,メ ー カー,協 会 に たい す る要 望,

こん ご5～10年 後 の 予想 。

5回 収 状 況(第1表 参 照)

発 送 数1067・ 回 収 数4P1・ 回 収i率 ろ7。6%(う ・ち 無 効 票19・

集 計 対 象58,2票,有 効 回 収 率55・8'%)

＼
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∬ 回 答 企 業 の'特 徴

1回 答企業は大企業中心で あ る。

ア ンケー ト票 回 収 企 業 を第2表 ・資本 金 規摸 別 ,年 間 売上 高規 模 別,徒

頼 幽 模別 分極 らみ る と ほ 本 金 ・・… 万 円 櫛 のrp・J・繰 が8・

7%・1億 円未 満 は12%に す きず ,従 業 員数か らみ ると300人 未 満 の

盤 は11・1別 ・ ・ 入 来 鮒15 .・4%で あ り 合 同 の 調 祉_応

大 企 業が 回 答 企業 の 中 心 とな って い る。

、

2中 型 コ ン ピュ ー タが半 攻 近 い

撫 表 ・導 入経過 醐 別EDPS投 資規模(月 額 レン タル 判 別 コ ン ビ .

三一一夕設 置 状況 に よれ ば88万 ～555万 円未 満 が48 .。7.%で,中 型 級

の システ ム 利 用率 が 最 も高い。

レ ン タ ル(月 額) 売 価 換 算 企業数
、%

2,225万 円 以 上 10億 円以上 25 6.5

555万 ～2225万 円 未 満 2{意 ゴ5ρ00～10億}]]未 ～i嵩' 107 2ao .
'

88万 ～555万 円未満 4ρ00万 ～2億5001)万 円 未 満 186 48.7
`

22万 ～88、 万 円 未 満
toOO万 ～4,000万 円 未 満 51 154

22万 円未満 加00万 円未 満 15 34

合 計
∫ 382 10α0}
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3コ ンピュー タ導入は順調に進め られてい る。

第ぽ ・麟 鵬 入蹴 鞠 企業飾 をみる'珪 華 では5㌔9%が

・-1・ 蛛 満の撒 を持ち ・14'5%が3～ 誇 榊 ・2∵ が

1・N・5・…未満,12.」8ぴ 権 未満 とな.っている・導 入経過 轍 別企業

飾 が各 グルー プ頗 ぼ 筋 的 だ分散 している こ趨 め 縄 の・ン ピ・

一 夕.が毎 年 継 続 的 に導 入 され て い る こ とを示 して い る。
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圃 コン ピユ 三夕 利 用 状況

コン ピュ ー タ部門 の運 営 組織

1=ン ピユ一 夕の利用水準が高度化す るにつれ て、;ン 卓 一 夕部 門の組

織変更が起る。(第9表 参 照)

全ユーザー の56%が 組織変更 を経験 してい るが 見導入経過年数の 長い

ほ ど変 更率 が 高 く,コ ン ピ ュー タ利 用の 高 度 化の た め に組織 変更 が 必要 と

な る'こと'を示 して い る。',、,.一 二 ∵㌧.

一 方,組 織 変 更の 理 由 をみ る と(一第1;z1表)導 入 経過年 数 に二よ って,つ

ぎの よ うな傾 向がみ られ る。'・ ・

① 経 過OS数 の 短 か い ユ ー ザー(5.4Eva満)で はvt「 全社的 組 織 変 更 」が

,最 も多 い。'

②3～5G未 満 に な る と 「 社内 にお け る 耳DP部 門 の地 位 」が 向上 した

が30%を 占め る。

③5～10-ttE未 満 とな る と 「地位 の 向上 」 と と もに'情 報 処理 段階 が 一

段 上って ・「部門別醐 処 理から傘髄 鯉劇 こ入るため」㌘4●8%

一… と 高 は る ・'t tt・ttt:'・..・.'一 一1・'

④ さ ら にaolE以 上 に な る と 「 地 位 の 向 止 」 「 全 社 的 処 理 」 の 二 つ と 同

.時 に',,「 利 用 者 を 広 げ る た め 」 が 高 く な る 。

コン ピ ュー タ要 員 問題 と教 育

1コ ンピ一 夕要 員は 不足 してお リ、 自社 内 竣育 の 時 間的 余 裕 が な い こ と に

悩 ん で し・る・(第14表 参 照)

コン ピュー タ部 門 で,要 員問 題 につ い て最 も困 って い る ことは,「 絶
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対 数 の不 足 」 と 「教 育 に 手暗 が かか る 」 ごとで,何 れ も29?1%を 占

め,つ い で 「忙 し くて研 修 時 間 が さ け な い 」22・9%で あ る。

2要 急の移 効 は少 な℃・

コ ン ピュ'_タ 要 員は忙 し く働 らい て い る割 合 に 「定着 性 が 低 い 」 と解答

した 企業 が1・6%に す ぎず 要 員の移 動 は 少 ない。・

3コ ン ピュー タ要 目 の賃 金 は、 金 融 、 保 険 業が とび 抜 け で 高 く'、官 公 庁、

電気 機 械 、卸 小売 。商 事計 算受 託業 等 は 低 い。

i.1sftの と切 諌 分類 に よる産綱llコ ン ピー タ頬 聴 均年 礼

平 均 賃 金 に は大 差 が な'いが,官 公庁 を含 む 「そ の他 の 産 業 」は,年 令 が 高

レ・割 に賃 金 は低 い。

代表 産業 別 にみ る と,電 気機器,.勧 小 売,商 事,計 算受 託 企業 が他 産 業

に 比 し平 均 賃 金 が低 く.金 融,保 険 が グン と高 い。

4全 社 的 コ ンピュ ー タ教 育 を、 体系 的 に 行 な っ てい る企 業 は 未 だ少 ない が 、

自社 内 の 教育 が コン ピュ ー タ 。メー カー の教 育 よ りも上 回 っ て い る。

(第18表 および 第19表 参 照)

体細 緻 飢 西 る　 ザLM－は27●5%で ・72●5姻 必要 疏

じて 教育 して い るが,投 資 規模 が大 き くな るほ ど体 系 的 教 育 の 割合 が大 き

い 。

ま た,教 育 対 象は 部 長 ク ラスか ら新 入 社 員 ま でほ ぼ全 般的 に行 な わ れ て …

お り,し か も プ ログ ラ 〔教育 を除 いて,メ 一刀 ト 教育 より 社 内教育 の 比 重

/
が 高い の は興 味深 い。
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'デ ー タ 通 信 回 線 商 題

ag2-・ 表 か ら第 ・ ・灘 で を助 ま とあ る と""Fli・]の≒剖 とな る."

通

信
回
線

の
利

用

　
(
8

社

)

3

利用

してい る

125社

(328%)

利用

していない

256社

(6Z2%)

→

利
用
の

方
法

(

テ レ ッ ク ス ・・三49

(33β%)

専 用 線(オ フライン)

72
'

(497%),

専 用 線(オ ンライン)

→

満
足
の

理
由
(

処 理 が 迅 速 ・… … ・パ3

(4し?%) .

集 中 管 理 が で き る …8

(25.8%)

経 費 節 約2

(6.5%)
145 ;24

ε 業務 の 円滑 処 理 ……8
) (]6.6%) ・(25 .8%)

}

満 満 足 … …1ア

足

度

(
乞

)
,

(13.6%)

不 満 足 … …106

・(84 .8%r)

回

線

利

用

の

予

定

(
252
)

、

5似 内 に 利 用 …"
.81

い ず れ は 利 用 … …154

利 用 しな い、 ・・… ・…

わ か らな い … … …

そ の 池

下
、. .㌔▼
・F1 .・`'、

弓

・

「

＼} 初期設置費用が
/

かさむ96
不 (186%)

/ 満 匝1線 料 力こ高 レY・・…132

足
(255%)

他 企業 との間 で利 用
の で き ぬ … … …46

81 理 (ag%)
コ ン ピ ュ ー タ を

6%) 由 交換 網 にi接続 で き友
54

(
し(44

.5%) 517 (a5%)

9
) ス ピー ドが おそ

5%)
い105

(19.9%)
25 その他.%
8%) (186%)
3
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1オ ンラ イ ン 処 理に 利 用 してい る社 は 未 だ少 な い。 しか し、 将 来 利 用す る

予 定 の社 が 大 部 分で 、 こん この需 要{ま急 増 すi5見 込 み で あ る。

回 答企 業581社 の うち,通 信 回 線 を利 用 して い る もの125社(32B

%)鵬 して い ない もの256社 い7'2%)で あ る・

通 信 回 線 を 利 用 して い る企 業の う'ち,テ レッ クス を利 用 してい る企 業 が

百5・8%,専 用回線 もオ フ ラ イン で使・って い る ものが50%近 く ・オ ン

ラ イ ン で使 っ て い るの は16・6%に す ぎない。

しか しなが ら,現 在 利 用 してい ない252社 の うち ・こん ご5ttEl以 内 に

利 用す る言過 の あ る もの81*±(31・6%)・hず れ は 綱 す る と観

た もの134社(52・3%)で,両 者 の合 計 は85・9%に 達 す る。 こ

ん この 需要 は 極 め て 活発 とな る こ とが予 想 され る。 ・

2現 在 の通 信 回線 に たい して は、 技 術 上 お よび 経 費 面で 不 満 が 大 きい 。

通 信 回 線 を利 用 して い る企業 で満 足 して～へる もの は15・6%に す ぎず,

残 り はすべ て何 らか の不満 を もって い る。 不満 の理 由の 甲 で ・最 大 の理 由

・は 「回 線 料 が高 い 」25・5%で あ り「イ ニ シ アル ・コス トが 高 い 」

18.6%(両 者合 計44・1%)と 主 と して経 費 面 に 問題 が あ る。 つ い

で技 術L[の 不満 の理 由 と して 「ス ピー ドが お そ い 」19・9%「 交換 網 に

コ ン ピュ_タ を接 続 で きな吋'9119%(嚇 合計28;8%)・ が あげ られ る。 投

酬 模 あ小 ざい ユー ザ ー 醐22万 円以 下)が 陵 換網 に ・ ン ピ ・一 ・

・を接 続
で き 触 ゴ ごとに不満 猿 明 す る もの が36・ ・%と 非 常 に 計 こ

と口 ㌘ ・ンの可能≒㌔ 馴 発 をのζんで已ることを示している・
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3同 一業 痩 肉 あ るい は 系 列 企業 内 の 情報 ネ ッ トワー クの形 成 を望 む 声が 大

きい。

第31表 にみ る とお り,業 界 内情 報 ネ ッ トワー クは 「必 要 」と答え た も

'ゐ1
が7め8『 ㍑ 「秘 要 」・と答 え た もの は25・8%に す ぎ 恒 ÷

必要 の 理 由は 「情報 が 得 や す ぐな る 」37%を 筆 頭 に 「計 画 が た てや す

く な る 」 「経 費 節約 」 「他 社 との決 済 が容 易 に な る 」な どが あげ られ て い

るが,そ の場 合 の形態 に つ いて は(第3ろ 表)「 同 業 極 内 ネ ッ・トワー"O」

21・6%,「 系列 企 業 内 ネ ッ トワ ー ク 」28・7%('両 者合計5・io・5

%)で,他 業種 間 のネ ッ ト.V－ クを望 む 企業 は極 め て 少 な い(6・8%)。

一方 「不 必要 」の理 由 ぱr自 社 で解決 で きるゴ:「秘 密 が もれ る恐 れ が あ

る 」・が 何 れ も・、1.6・2%の 同率 を占め て い る6…"・

したが って,自 社内こネ'こソトワー ク と業 界 内 ネ ッ トワー クを 加え て,何 ら
、

か の ネ ッ ト ワ ー ク を 持 と う と す る 企 業 は84・3%に の ぼ る 。

4情 報 サ ー ビス を提 供 す る場 合 の形 態 と して は、 民間 が主 体 で 国は 補 完 的

役 割 を果 す こ とを望 む もの が 多い。 ・,

情報 サ ー ビス の形 態 に つ いて は(第34表)「 国 に ょ る独 占サー ビス 」

を望 む もの が'4%,r国 が 主体 で民 間 が補 完 的 に 一 部 を実 施 」が55・4%

で,残 りは殆 ん ど 「民 間 が 主体 で国 は 補完 的 に 一部 実 施」C60・4%)

とな って い る。
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計 算 サ ー ビス 幾関 の利 用 につ い て 、

1投 資規模の大ぎい企劃 まど外部の計算サー ビス機 関 を利 用す る比率が 大

きい 。

外 部 の計 算サ ー ビス機 関 を 利 用 して い る企 業 は57・2%に 達 し、て.V>る

(第35表)。 しか も投 資 規 模 の大 きい 企業 ほ ど利 用率 は 高 く(月 額 レン

、

タ・レ2・・、25万 円以 上 の 鱗 で如 …%)な 〆 い る・

2利'用 の内容 は パ ンチ委 託 、 計 算 の委 託 が 大 きな 割 合 を 占め、 コン ビュ ー ・

夕室 の経 費 合理 化 に苦 心 して じこる ご とが うか が われ る。投 資 規 模 の 小 さ い

ユ_ザ ー では プ ログ ラミ ン グ φ委 託が 多 い の も特 徴的 で あ る。

外 部 の計 算サ ー ビス機 関 に 委託 して い る業 務 の 内 容 は(第56表)パ ン

チ ン グ委託38・6'%1詳 覧 委 託22。1%と 人 件 費 の大 きい もの が 多 ぐ,

コ ン ピュ_タ 室の 運営 管理 に各 企 業が苦 労 して い る こ と を示 して い)る。 ・㌧

月額 レツ タル22万 円以 下 の』 一 ザー で は50%ま で プ ロ グ ラ ミン グ を
'

委 託 してい るの ほ,未 だ 自ガ で プ ロ グラム を 開発す る力 が ない も∂ が 多 い

ことを あ らわ じて い る。]㌧

コ ン ピ ュ ー タ 利 用 の 効 果

1コ ン ピュ ー タの 利 用水 準 は 急 速 に 高 ま りつ つ あ る。.

第37表 は現 在 ま でに コ ン ピュー タ化 した適 用業務 の 種類 と,こ ん ご5
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、

正 潤 の計画 を 集計 した もの で あ るが ,現 在 ま での 適 用業 務 では 「計算、集計」

な ど事後 処理 業務 が 全 体 の74・2%,「 解 析,予 測 」な ど計画 業務 は

25・8%に す ぎない。 ところが こん ご3年 間 の予 定 では,事 後 処 理 業 務

は52・2%;計 画業 務 が層67。8%と 完 全 に 逆転 し,コ ン ビi－ 夕の 利

用 方法 が急 速 に 高度 化 の 方 向へ 向 って い る こ と を示 している。'

2コ ン ピュ ー タ利 用の 効 果 も著 しく、 直 接 間接 に経 営合 理化 の実 があ が っ

っ て し・る。 一一't" "・-t

直接 的 効果 と して あげ られ てい る もの は(第38表)業 務 処 理 の 迅 速 化

(27・7%)とiE確 化(26・6%)で,{}f§ 者 合計54・ き%を 占め る。

つ い で経 費 の節 減 が27・4%(人 件 費節 減20・8% ,そ れ以 外 の経 費

節 減6。6%)と 合理 化 効 果を 認 め て い る。

一方 ,間 接 効果 として は(第39表)「 判断 意 志 決 定 の迅 速 化 と〔E確化 」

の33・9%と 「経営 の現 状把 握 」17・2%(経 営 状況 の 評価 と作業 効

率 の 測 定)の 両者 合 計51・1%が 科 学 的 な経 営 へ の手段 と しての 効果 を

あげ て い る。 つ い で 「社内 コ ミュニ ケ ー シ ョン の 円滑 化 」20。2%,

「企 業の イ メー ジ ア ッ プ 」15・9%、 「モ ラー ルの 向上 」7・9%:が あげ

られて お り,コ ン ピュー タの導 入 が 企業 の 内外 に与 え る実 際的,心 理 的 影

響 が× きい こ とを示 して い る。

政府およ呑 メーカーへ の要 覧

ア ンケー ト調 査 の最 後 に,政 府 お よび メー カー に 対す るユ]ザ 一 側の要

.望 を具 体 的 に 書 い て も らった。 寄せ られ た意 見 は 極 め て実 際的 な もの が 多
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かったが ・代酬 ぽ 興rぎ ρζ杜 である・

1政 府に た い して
も ヒ コ ゾ

⑥ ,・ンr－ ヲ にた㌧する醐 嘩 ゴ た雌 雄 立せ よ・
・… ドウ

.一ア ・ンフ トウ只 端 末機兵 の開発を強加 晒 すべ

きで あ る。 そ の た め には コン ピュー タ ・メ「 カー の統 合 も考 え られ

るの で は ないか。

=行蛭 『ぽ ピー二醐 緬 　用を聯 的雌 駐 ぷ だ・
・政府 デー タの共 同利 用 策 を講ず べ きだ。

9通 信回線囎(糊 ら 舳 化 ぷ 金引 き肺 信頼性の確保 ・-v－

ビスの 向上 な ど)の 解 決 を早急に図〔てほ しい。

③ 会計 ・醐 開顕 飴 斑
、'・

磁 気 テ⇒ 斯 麟 を代替 しうみ うにす るこ.と・、

・ア 引 プ ・!帳 票の 類 書化
、

④ 官庁幸晧 微 の統一 漂 靴 ・・,・

⑤ 大学 高 校 で・ン ピー 碑 係の学縫 必須課程 とす ること・ ・

2メ ー カー に た い して

φ 一二.ドウエア ・㌘ フごト黒 アの標測 に ・る互換性 を もたせ る よう努

力 してほ しい。

・,1/O機 器 の 互換 性,集 中 生 産 とコ ス トダ ウン

・ コ ー ドの 難 化 や 踊 嚇 二
、一_、 、、,べ ・_・ 、

・JISの 決 定 一

∵ フ已 ㌶ 麩 鱗 興.一 、・,

亘 理鱒 煕 勤 開熱 弩力・口 窪しら.一,

一1 '2r- 、



.漢 字 処理b1)ifi発 促 進

・カナ文 字OCRの 開 発 促進

・プ リン タの高 速 化
,1

・プ ロ グ ラム ・コ ン バー ジ ョンの 自醐化

③ ア プ リケー シ ョン プ ログ ラムの 整 備。

④ 中吉 市場 の 開設 と,消 耗 品 価格 の 引 き下げ 。

'

付帯調香 大学 における コンピュー タ教 育に関

す る調 査
'

これは 昭和42年 度(1967U版)の コ ン ピュー タ 白書 で 行 なっ た もの

と全 く同 じ項 目の調 査 で ・両 者の 比較 を 行 な うの が 目的 であ る9未 だ全 体 と

して ま と ま って い ない が,第.1表 にみ る とお・り,大 学 におけ る コ ン ビ=z'一一タ

教 育 の必 要 性 を 認め る傾 向は ます ます 強 ま って い る こ とは顕 著 に示 され てい

る・・

)
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コ ン ピュ ー タ に 関 す る

労 働 組 合 の 意 識 調 査

調査の概要

1.調 査目的

(・)噸 営一・ンピ。三夕を翻 ることを酬 胎 はどう受け取 って

い る か 。

(ロ)コ ン ピュー タ莉 用 を あ ぐる労使関 係(ど め よ うな問 題 が取 り上 げち れ

て い るか)

内 労働 組 合 自体 の コ ン ピュー タ利 用状 況

以 上 の問 題 た関 す る実 態 の把 握 を 目的 と した 。

2調 査 対象 ・

東京 都 内 に 事 務 所 をk－ く組 合 員500名 以上 の単 組700労 組 を対 象 と

した。

3調 鶴 期
,と調 査 方法

昭和45G12月23日,調 査 票 を発 送t)昭 和44tlE1月 末 日 ・回 収 を

締 め 切 った 。

;1:4_
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4回 収 率

発 送 数700,回 収 致90,回 収率12。9%

1労 働組 合 は コ ン ピュー タ を労 働条件 の 向 上 に役 立 つ も の と受 け 取 っ て い

る ものが 多 く、 コン ピ ュー タに 対 す る意 識 は 大 き く変 りつ つあ る。

回 答 労 組の 中 には コ ン ピュー タ を 未だ 導 入 して い ない 企業 の労 組 もあ る

'(第2表)が,コ ン'ピュ一 夕 に対 す る 開心 は 極 め て高 く91。1%に 達 し

て い る。 〈第4表)

労 組 の コ ン ピュー タ に対 ず る意識 仕,「 企 業の 業 績 向上 に寄 与 す る 」 と

思 う ものが88・9%(第5表)で,・ コ ン ピュー タの経 営 に 及ぼ す 力 を 十

分 感 じとって い る。 しか も40%は 「賃 金 上 昇 に役 立 つ 」 と感 じて お り

ぼ 侯),「 験 上昇va役 立 た な図 と思 って靖 のは25・ ・%に す 、

.ぎ左いc

ま た,コ ン ピュー タ 導入 が 「解 雇 。配 転 を もた らす 」と思 うものが

S'4・ 遠 あぶ 方,「 もた只 なWと 舗 もの編 垣 ・%を 占敵

い る(第7表)の も興 味深 い し,「 労 働強 化 には つ なが らない 」 と考 え て

い る もの が55・5%と 過 半 数 に達 して い るの も注 目され る。(第8表)

しか も労 組 自身は,企 業 が コ ン ピュー タ を導 入す る真 の ネ ラィ を経 営 基

盤 の強化51。5%(競 争 力強 化2a・5%,意 志 決 定の 用具15・7%,

顧客 へ のサ ー ビス強 化11・1%)と み なが ら も,「 人 員削 減 」22。2

%,「 入 件 費 以 外 の コ ス トダ ウ ン 」1ろ ・d%と 合理化 へ の道 も認め て い

る く第9表i、 。コ ン ビユ タが 普 及 して配 置 転換 が お きた 結果 .,新 しい 織
ノ

務に適応 で きない入が 出て くる可能性は強 いが(第10表 参照)「 再訓練
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で適応 で きる 職場 に配 属 」させ る ことに よ り解 決 で き る(第11表)と 考

え て い る もの が80・5%に 達 して い るの を み て も,コ ン ピュー タの導 入

を一 応 肯 定的 に受 け 入 れ て い る態 度 がみ え る。

わ が 国 に コ ンゼ ユ一 夕が 導 入 され た 当時 これ を人 員削 減 の道 具 と して 導

入 反 対 の動 きが あっ たの と く らべ,労 組 の 意 識 は大 き ぐ変 化 して い る と言

って よい であ ろ う。

2コ ン ピュr夕 問溺 は 、 労 使 の間で 未 だ 本 格 的 に議 題 と して取 り上 げ られ

るには 至 っ て いな い。

コン ピュ_タ 問 題 は 労 使 の 間 でそ れ ほ ど大 きな 議題 とな って い な い よ う

であ る.馴 浸 障 る よ うに 労 使 の間 で取 り⊥ げ られ たの は45・5

%,組 合 内 部 で取 り上 げ たの も45,・6%(第12表)で あ り,導 入 計 画

や 適 用業 務拡 大 が 労使 協議 事 項 と され て い るの も55。2%(第14表)

に す ぎだ い。

3コ ンピユ三 夕部門 の労働条件については労組 は弾力的 に処理L .ている。

・ンピ一 夕部門の労働条件ぬ 呼 ・咬 離 ‖」噛 し斑 ・「嫡

制そμ)も の に は 反対 で ない が ・弊 害 を除 去 す る対 策 が 必要 だ 」 とす る もの

が67・8%を 占め て い る(第16表)。 ーまた コ ン ビ=.一 タ要 員の 賃 金 制

度 につ いて も 「専 門職 と して 処遇 せ よ 」23。5%,「 特 別扱 い す べ き で

な い 」28・9%と 相 反 す る 見解 がほ ぼ 同率 を 占 め,「 こん ご 検討 す る 必

要 が あ る 」と 中間 的 な態 度 を示 す もの が42・2%を 占め てい る(第18

表)。

!
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コ ン ピュー タ 要 員の 賃 金 制度 が 確立 してい る企 業 は少 な い(第19表)

4労 組 自体 も コン ピュ ー タ利 用の 必 要性 を感 じてい る。

.労 働 組合 で コ ン ピュ ー タ を利 用 した こ との あ る一もの は55・5%と 未 だ

少 ない(第20表)。 そ の 内 容 は賃 金 調査 の 集計 が 多 い。 コ ン ビ=一 夕利

用 の 必要 性 を感 じて い る もの は62・1%(第22表)で,そ の理 由 と し' t

ては賃金問題 などで会 社側 と交渉す る際の資 料を作成す ることが最大 の 目

的 となっ て い る よ うで ある。

5労 組 の コ ン ピュ ー タに 取 り組 む姿 勢 は 未だ 不十 分 で ある6

コ ン ビ.ユ一 夕へ の 認 識 は ある て い ど高 ま って い る こと は以 上 の ことか ら

も知 られ るが,コ ン ピュー タに本 格 的に取 り組 む態 勢 は十 分 で きて い ない

よ うであ る。

組 合の 中に コ ン ピ ュー タ に関 す る担 当 者が い る もの は16・7%に す ぎ

ず,(第25表),し か もそ の 中の4・4%は 組合 自体 の コ ン ぐユ一 夕利 用 に

つ い て の担 当 者 で あ る(第24表)か ら,経 営 対策 ・合理 化対 策 と して取

b組 ん で い るのは 全体 の 中の12・2%に す ぎな い。 、

コ ン ピュー タ教 育 を 行 っ た こ との ある 組合 は僅 か3・5%(第2 、5表)

で あ る。
、
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